
健康経営に取り組むきっかけ

　「毎日必ず実行しよう
5つの誓い」を掲げ、ラジ
オ体操の実施、血圧測
定、検温、アルコール消
毒の励行、手洗いの励行
を全拠点において実施し
ています。
　また、健康診断、特定保健指導、ストレスチェックは
100％実施しています。
　年単位では、毎年2回、全社員が集まる安全大会と社員

大会を実施しており、いずれか
の機会に必ず、産業医や生命保
険会社と連携をしながら健康
セミナーを行っており、社員が
健康意識を持つきっかけにな
ればと考えています。

　また、社員の肝機能の数値改善のため、産業医との相談
のうえ、「食習慣」と「運動習慣」の改善にも取り組んでい
ます。「食習慣」では社内に設置している飲料自販機の商
品を発注する際、健康に配慮したお茶や無糖コーヒーを優
先的に選択しています。
　「運動習慣」では、社員か
ら要望を受けて社内野球部を
設立したり、毎年、新入社員と
管理職が復興マラソン（ウォー
キング部門）に参加する等、運
動のできる環境づくりや機会
づくりに注力しています。
　今後は、野球部以外の愛好会や部活の設立、地域の運
動イベントなど、様々な角度から運動の推奨をしていく予定
です。

取り組みの効果
　社員が健康になることで、職場の活気が維持され、生産
性の向上につながります。さらに働きやすい職場を作ること
で、企業のイメージアップや社員満足度も高まり、リクルー
ト効果も期待できると考えています。
　また、積極的な運動の推奨やイベントの参加から社員同
士のコミュニケーションの機会も増え、縦のつながり（上司
部下の関係）だけでなく横のつながりも強化されたようにも
感じています。

　定期健康診断後、35歳未満の社員で再検査が必要にも
かかわらず、受診していない人が多いことが課題でしたが、
担当役員による再検査受診勧奨面談を行い、対象者にア
プローチを続けることで再検査受診率を35％から90％に
することができました。しかし、目標の100％は達成できて
いないため、目標達成に向けて産業医と打ち合わせを行い
ながら改善策を模索しています。

今後の展望をお聞きしました！
　高齢化が進み、生産人口が減少
していく中、社員の健康を最優先事
項と据え、働きやすい職場づくりを
継続していくことが必要であると考
えています。様々な取り組みをしな
がら、社員へのフィードバックを繰り
返して、社員やその家族の生活幸福
度を向上させていくような経営をし
ていきたいと考えています。
　今後は、保育施設とタイアップして社員の子供を優先的に
預けられるような体制を整えたり、男性社員の育休を推奨し
たりするなど、育児と就労の両立支援にも力を入れていきた
いと考えています。

注力している取り組み

取り組みの課題
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　社員の平均年齢が30歳代と比較的、若者が多い会社で
はあるものの、健康リスクを保有する若手社員が多く、要再
検査率も高いことを問題視し、社員の健康と会社の未来の
ために健康経営に取り組むことを決意しました。
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